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弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課

学術講演会・研究発表会・公開講座

「第１１回 震災研究連絡会

～弘前大学のネットワークで震災研究を広げよう～」開催について

弘前大学大学院地域社会研究科では、「震災研究連絡会」を下記により開催いたします。震災対

応や震災研究に興味のある方はどなたでも参加・聴講できますので、多数の皆様のご参加をお待ち

しております。

当日は報告の後に、震災に関する情報・意見交換を行います。

情報をお持ちの方はこの機会にご紹介ください。

１．日 時：２０１２年７月６日（金） １８：００～

２．場 所：弘前大学創立６０周年記念会館コラボ弘大１Ｆ

コミュニティ・スペース

３．内容：「福島県の復興について

－インキュベーションマネージャーからの視点」

新城 榮一（しんじょう・えいいち）

株式会社ニセンエックス代表取締役ＣＥＯ

いわきパイロットオフィスインキュベーションマネージャー

「防災と共助―青森県防災士会の取り組み」

櫛引 素夫（くしびき・もとお）

弘前大学地域社会研究会／NPO法人青森県防災士会 理事

４．対 象：一般の方、学生、教職員

問い合わせ先：弘前大学大学院地域社会研究科 教授 檜槇 貢

電 話：０１７２－３９－３９３８（内線３９３８）

E-mail：himaki@cc.hirosaki-u.ac.jp

（東北支部第２０７回）

「２０１２年度「化学への招待」弘前大学一日体験化学教室」のお知らせ

１．日 時：２０１２年８月３日（金）１０：００～１６：３０

２．会 場：弘前大学理工学部・教育学部（弘前市文京町３および１）

〔交通〕JR「弘前」駅前３番バス乗り場で弘南バス「小栗山」または「学園町」行に乗

車して「弘前大学前」下車

３．対 象：高校生（中学生・一般も可） 定員６０名



４．参加費：無料

５．内 容：午前中は講演、午後はＡ～Ｇに分かれて化学実験を体験

○講 演：「放射性物質はどこに濃縮しているのか？

どうすればいいのか？」

理工学研究科 鶴見 實

○実 験：

Ａ)「イクラ作りに挑戦してみよう」理工学研究科 澤田 英夫

Ｂ)「色で測る!! －ドリンク剤中の鉄の定量－」

理工学研究科 糠塚 いそし、北川 文彦

Ｃ)「高分子の弾性を如何にして測るか？」理工学研究科 須藤 新一

Ｄ)「バイオ光化学電池」「色が変わる無機高分子」理工学研究科 阿部 敏之

Ｅ)「光で反応する金属錯体を合成して青写真をつくろう」理工学研究科 喜多 昭一

Ｆ)「酸素を吸う金属錯体の逆襲」理工学研究科 宮本 量

Ｇ)「バニラの香りを取り出してみよう」

教育学部 長南 幸安、農学生命科学部 坂元 君年

４．主 催：日本化学会東北支部、弘前大学大学院理工学研究科

５．後 援：弘前市教育委員会、青森県教育委員会、東北ポリマー懇話会、弘化会

６．申込方法：１人１枚のはがきに「化学への招待」と表記し、１）氏名（ふりがな）、２）住所、

３）学校名と学年、４）希望の実験（Ａ～Ｇの記号で第３希望まで）を明記して７

月１１日（水）まで下記宛にお申し込みください。FAXやE-mailでの申込も受け付

けます。

＊定員６０名になり次第募集を締め切ります。

問い合わせ先：〒０３６－８５６１ 弘前市文京町３

弘前大学大学院理工学研究科 川上 淳

電 話：０１７２－３９－３５６６

ＦＡＸ：０１７２－３９－３５４１

E-mail：jun@cc.hirosaki-u.ac.jp

「第６０回 東北学校保健学会」開催のお知らせ

１．日 時：２０１２年９月８日（土）１０：００～１７：００（予定）（受付開始時刻 ９：３０）

２．会 場：弘前大学創立５０周年記念会館みちのくホール

３．趣 旨：研究発表や討論を通じて、教師、行政、医療関係者等の学校保健に関連する者及び研究者の密

接な連携を図り、東北地方における学校保健の発展に寄与する。

４．主 催：東北学校保健学会



５．後 援：青森県教育委員会、青森県学校保健会、青森県医師会、青森県歯科医師会

青森県学校薬剤師会、青森県養護教員会、弘前市学校保健会、弘前市医師会、弘前歯科医師会

弘前市学校薬剤師会

６．学会長：弘前大学教育学部 教授 太田 誠耕

７．参加資格：学校保健に関心を持つ方であれば、誰でも参加して研究発表や討論を行うことが出来ます。

８．教育講演：演 題 健康教養と健康教育について

講 師 中路 重之 （弘前大学大学院医学研究科長・医学部長）

９．特別講演：演 題 ネット・ケータイによる子どもの性・性モラルの破壊

～ターゲットにされている子ども達～

講 師 大谷 良光 （弘前大学教育学部教授）

１０．一般口演：

１）演題申込期日 ２０１２年７月２７日（金）

２）口演時間 一題７分、質疑応答３分

３）発表形式 パワーポイントが使用できます。

PowerPoint 2003-2007 Windowsで作成してください。

資料を配布する場合には、１００部用意の上、当日、受付にお渡しください。

４）発表申込 氏名、所属、連絡先電話番号、メールアドレスをメールで下記事務局にご送付くださ

い。演題募集要項、申込用紙をお送り致します。

１１．抄録原稿：提出締切日 ２０１２年８月１０日（金）必着

１２．参加費：１人２，５００円（抄録代を含む。学生・大学院生１，０００円）を学会当日、受付で申し

受けます。なお、共同研究者で当日欠席の方の分（１，０００円。抄録集代を含む）も、お

支払い願います。

抄録を希望する場合には、１，０００円で配布いたします。

１３．参加申込：２０１２年７月３１日（火）までに、氏名、所属、連絡先電話番号、メールアドレスをメ

ールで下記事務局にご送付ください。参加申込書をお送りいたします。

なお、出張依頼書が必要な方はあらかじめお知らせください。

問い合わせ先：弘前大学教育学部教育保健講座

第６０回東北学校保健学会事務局 面澤 和子

電 話：０１７２－３９－３４６７（ＦＡＸ兼用）

E-mail：menzkazu@cc.hirosaki-u.ac.jp

「留学生の日本語発表会」開催のお知らせ（再掲）

１．日 時：２０１２年７月１９日（木） １０：２０～１１：５０

２．会 場：弘前大学総合教育棟２Ｆ大会議室

３．発表予定学生：

・テネシー大学マーチン校（アメリカ合衆国）２名

・コンケン大学（タイ王国）２名

・チェンマイ大学（タイ王国）１名 計５名

※参加費、事前申し込み不要。どなたでもご参加できます。



※入退室は自由です。

問い合わせ先：弘前大学国際交流センター 小山 宣子

電 話：０１７２－３９－３９８３

「講演会」開催のお知らせ（再掲）

１．日 時：２０１２年７月２６日（木）１７：４０～１８：４５

２．会 場：弘前大学大学院保健学研究科総合研究棟２階 第１５講義室

３．演 題：スピンラベルESR法によるタンパク質の構造解析

４．講 師：大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻 荒田 敏昭

５．概 要：

タンパク質に遺伝子工学をもちいて、部位特異的に スピンラベル（ニトロ

キシド）を導入し、スピンラベルの運動性、角度、スピン間距離の測定と解

析について講演します。さらに、モータータンパクキネシン、骨格筋心筋調

節タンパク・トロポニン、トロポミオシン等について述べる予定です。

問い合わせ先：弘前大学大学院保健学研究科 中川 公一

電 話：０１７２－３９－５９２１

学 内 掲 示 板

学長オフィスアワー変更のお知らせ

学長と本学の学生・教職員が直接対話する機会を設けるため、学長オフィスアワー毎月第１金曜

日及び第３木曜日に実施しておりますが、下記のとおり変更になりますので、お知らせいたします。

変更前 変更後

７月１９日（木） ７月２０日（金） ※時間、場所に変更はございません。

問い合わせ先：弘前大学総務部総務課（秘書室） 内線３００４

ＵＲＬ：http://www.hirosaki-u.ac.jp/president/officehour.html



男女共同参画推進室からのお知らせ

本学では、男女共同参画を推進するために、平成２１年８月に男女共同参画宣言を行いましたが、

遠藤前学長の任期満了に伴い、男女共同参画をより一層推進するために、佐藤学長が、改めて弘前

大学男女共同参画推進宣言（学長宣言）を下記のとおり行いました。

問い合わせ先：弘前大学男女共同参画推進室

電 話：０１７２－３９－３８８８

E-mail：equality@cc.hirosaki-u.ac.jp



第８回弘前大学学生『言語力』大賞コンテストのお知らせ

１．目 的：本事業は、学生の文字・活字文化に対する関心と理解を促進し、「問題解決のための

調査能力、論理的思考、説得力のある表現」を含む、言語力及びコミュニケーション

能力の向上を図ることを目的とする。

２．応募資格：弘前大学学部学生

３．部 門：Ⅰ 文学作品部門

Ⅱ テーマ部門（テーマ； 災害復興）

４．応募要領：応募者は、各部門ともに以下の要領に基づき、ご応募ください。

(１) 応募者は、作品原稿と必要事項を記入した応募用紙を提出してください。

(２) 応募用紙は、図書館ホームページ(http://www.ul.hirosaki-u.ac.jp/)からのダウンロード、

又は図書館本館２階メインカウンター及び医学部分館カウンターでお受け取りください。

(３) 作品の文字数は、各部門ともに４，０００字程度とします。

(４) 本コンテストは「言語力」コンテストであるので、誤字・脱字には十分注意してください。

(５) 各部門の原稿は、手書き原稿、又はワープロソフトによるデータ原稿とし、原稿には応募者

の所属・氏名は記載しないでください。

(６) 手書き原稿の場合は、４００字詰め原稿用紙に通し番号を記載し、応募用紙に原稿枚数を記

入してください。

(７) データ原稿の場合は、Word又は一太郎のワープロソフトを使用して作成

（ページ設定はＡ４サイズ横置き、縦書き、４０字×３０行）し、ＣＤ等の媒体に収め、印字

したものとともに提出してください。なお、応募用紙の原稿枚数には、４００字詰め原稿用紙

に換算した枚数を記入してください。

(８) 応募作品は、両部門合わせて一人３作品以内とします。

(９) 応募作品は未発表のものとし、応募原稿は返却しません。

また、受賞作品の版権は主催者弘前大学附属図書館に帰属します。

５．提出・締切：図書館本館２階メインカウンター及び医学部分館カウンターまでご持参ください。

受付は平日の９時から１７時までとします。また、郵送による提出も受付します。

<< ２０１２年９月２４日（月）必着 >>

６．結果発表：２０１２年１０月２７日（土）「文字・活字文化の日」

７．審査員：『言語力』大賞コンテスト審査委員会委員

８．賞 ： 『言語力』 大 賞 各部門 １名 図書カード １０万円

優秀賞 各部門 若干名 図書カード ５万円

佳 作 各部門 若干名 図書カード ５千円

９．受賞作品の公開：『学園だより』及び図書館ホームページに審査評を加え掲載。

問い合わせ先・送付先：〒０３６－８５６０ 弘前市文京町１番地

学術情報部学術情報課資料管理グループ（附属図書館内）

電 話：０１７２－３９－３１５７

E-mail：jm3157@cc.hirosaki-u.ac.jp



弘前大学出版会から新刊のご案内

今泉忠淳著「写真集 続々 弘前界隈」（A5判・53頁・定価1,470円：税込）を出版しました。

本書は、過去に出版された「弘前界隈1989-1991」（平成17年）、「続 弘前

界隈」（平成21年）の続編です。弘前の町のありふれた光景を撮影した写真50枚

からなります。フィルムカメラなど見たこともない、という人も少なくない昨今

ですが、全て銀塩モノクロフィルムを用いて撮影したものです。「昭和レトロ」

などという言葉もよく聞くようになりましたが、弘前でも「昭和の物件」は次々

と姿を消しています。親方町のキッチンDaddy、鍛冶町の喫茶セシボン、吉野町

の中三、富田の米屋さんなど、もう見ることのできない「昭和の物件」の写真も

十数点含まれています。

ご興味をお持ちの方は大学生協または市内の書店でお買い求めください。

弘前大学出版会から出版のための企画募集

弘前大学出版会から著書の出版を希望される方は弘前大学出版会にご相談ください。出版企画提

案書の書式を添付ファイルでお送りいたしますので、ご記入の上、ご返送ください。詳細について

はご連絡いただいた折に、ご説明いたします。

問い合わせ先： 弘前大学出版会（附属図書館内）

電 話：０１７２－３９－３１６８

ＦＡＸ：０１７２－３９－３１７１

E-mail：hupress@cc.hirosaki-u.ac.jp

国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」について

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では、各国立大学の現状や優れた取り

組みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」を作成しています。

下記ＵＲＬより最新号を含め、今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。

http://www.janu.jp/active/7janu_quarterty_report.html

第２３号・第２２号において、本学記事が掲載されていますのでご覧ください。

編集担当から） 講演会、研究発表会、部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１

６日の２回）の７日程度前までに、下記のところまでご提供ください。お待ちしております。

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ

E-mail:jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp、Fax:39-3498、内線：3012


